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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年12月11日(2008.12.11)

【公開番号】特開2006-204686(P2006-204686A)
【公開日】平成18年8月10日(2006.8.10)
【年通号数】公開・登録公報2006-031
【出願番号】特願2005-23031(P2005-23031)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｃ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月28日(2008.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の位置に貫通孔が形成された遊技盤と、
　前記遊技盤が取り付けられる本体枠と、
　前記本体枠との間で前記遊技盤を圧接支持する圧接部を有し、該圧接部が前記遊技盤を
圧接支持する支持位置と遊技盤を取り外し可能にする退避位置とに移動する弾性樹脂製の
可動部材と、
　前記本体枠に取り付けられ、前記可動部材を前記支持位置と前記退避位置との間で摺動
可能に支持するベース部と、
　前記遊技盤に設けられ、前記本体枠によって支持されるピン部を有するブラケット部と
、
　前記本体枠に設けられ、前記ブラケット部におけるピン部を支持する係合部と、
　を有し、
　前記ブラケット部は、
　前記遊技盤の一方の面側に取り付けられる第１のブラケットと、
　前記遊技盤の他方の面側に取り付けられる第２のブラケットと、
　前記遊技盤の前記貫通孔に挿通され、一端部にネジ部を有する軸部と、
　前記軸部のネジ部に螺合する圧接部材とを備え、
　前記第１のブラケットまたは前記第２のブラケットは前記軸部の他端部が固着されてい
るとともに、他方のブラケットは前記一端部が挿通される挿通孔が形成され、
　前記第１のブラケットと前記第２のブラケットとは、前記遊技盤を挟み込むように取り
付けられ前記貫通孔および前記挿通孔に挿通された前記軸部を介して固定され、
　前記第１のブラケットおよび前記第２のブラケットのうち前記軸部の他端部が固着され
るブラケットは、前記軸部の径よりも小径の孔が形成され、前記軸部の他端部が当該孔に
圧入され固定され、
　前記圧接部材は、前記遊技盤の前記貫通孔および前記他方のブラケットの前記挿通孔に
挿通された前記軸部のネジ部に螺合し、前記他方のブラケットに圧接し、
　前記遊技盤は、前記圧接部が前記支持位置に移動され、且つ前記遊技盤に取り付けられ
たブラケット部におけるピン部が前記係合部にて支持されることにより本体枠に取り付け
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られる、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　所定の位置に貫通孔が形成された遊技盤と、
　前記遊技盤が取り付けられる本体枠と、
　前記本体枠との間で前記遊技盤を圧接支持する圧接部を有し、該圧接部が前記遊技盤を
圧接支持する支持位置と遊技盤を取り外し可能にする退避位置とに移動する弾性樹脂製の
可動部材と、
　前記本体枠に取り付けられ、前記可動部材を前記支持位置と前記退避位置との間で摺動
可能に支持するベース部と、
　前記遊技盤に設けられ、前記本体枠によって支持されるピン部を有するブラケット部と
、
　前記本体枠に設けられ、前記ブラケット部におけるピン部を支持する係合部と、
　を有し、
　前記ブラケット部は、
　前記遊技盤の一方の面側に取り付けられる第１のブラケットと、
　前記第１のブラケットと一体に形成され、前記遊技盤の他方の面側に取り付けられる第
２のブラケットと、
　前記遊技盤の前記貫通孔に挿通され、一端部にネジ部を有するとともに他端部はブラケ
ットに圧接する圧接部を有する軸部とを備え、
　一体に形成された第１のブラケットおよび第２のブラケットは、前記軸部を挿通する挿
通孔が形成されているとともに、当該第１のブラケットまたは当該第２のブラケットは、
前記挿通孔に対応する部位に前記軸部のネジ部に螺合する螺合部が形成され、
　前記第１のブラケットと前記第２のブラケットとは、前記遊技盤を挟み込むように取り
付けられ前記貫通孔および前記挿通孔に挿通された前記軸部を介して固定され、
　前記遊技盤は、前記圧接部が前記支持位置に移動され、且つ前記遊技盤に取り付けられ
たブラケット部におけるピン部が前記係合部にて支持されることにより本体枠に取り付け
られる、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　前記退避位置において前記可動部材の摺動を規制する第１の規制部を備え、
　前記第１の規制部は、前記可動部材および前記ベース部の何れか一方に形成された凸部
と、他方に形成された凹部とが、弾性的に嵌合する構造である
　ことを特徴とする請求項１または２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記支持位置において前記可動部材の摺動を規制する第２の規制部を備え、
　前記第２の規制部は、前記可動部材および前記遊技盤の何れか一方に形成された凸部と
、他方に形成された凹部とが、弾性的に嵌合する構造である
　ことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記第２の規制部の一部は、独立してポリアミド系樹脂で形成され、前記遊技盤に取り
付けられている
　ことを特徴とする請求項４記載の遊技機。
【請求項６】
　前記ベース部は、ポリアセタール系樹脂で形成され、前記圧接部との間で前記遊技盤を
狭持する
　ことを特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の本発明の遊技機は、所定の位置に貫通孔が
形成された遊技盤と、前記遊技盤が取り付けられる本体枠と、前記本体枠との間で前記遊
技盤を圧接支持する圧接部を有し、該圧接部が前記遊技盤を圧接支持する支持位置と遊技
盤を取り外し可能にする退避位置とに移動する弾性樹脂製の可動部材と、前記本体枠に取
り付けられ、前記可動部材を前記支持位置と前記退避位置との間で摺動可能に支持するベ
ース部と、前記遊技盤に設けられ、前記本体枠によって支持されるピン部を有するブラケ
ット部と、前記本体枠に設けられ、前記ブラケット部におけるピン部を支持する係合部と
、を有し、前記ブラケット部は、前記遊技盤の一方の面側に取り付けられる第１のブラケ
ットと、前記遊技盤の他方の面側に取り付けられる第２のブラケットと、前記遊技盤の前
記貫通孔に挿通され、一端部にネジ部を有する軸部と、前記軸部のネジ部に螺合する圧接
部材とを備え、前記第１のブラケットまたは前記第２のブラケットは前記軸部の他端部が
固着されているとともに、他方のブラケットは前記一端部が挿通される挿通孔が形成され
、前記第１のブラケットと前記第２のブラケットとは、前記遊技盤を挟み込むように取り
付けられ前記貫通孔および前記挿通孔に挿通された前記軸部を介して固定され、前記第１
のブラケットおよび前記第２のブラケットのうち前記軸部の他端部が固着されるブラケッ
トは、前記軸部の径よりも小径の孔が形成され、前記軸部の他端部が当該孔に圧入され固
定され、前記圧接部材は、前記遊技盤の前記貫通孔および前記他方のブラケットの前記挿
通孔に挿通された前記軸部のネジ部に螺合し、前記他方のブラケットに圧接し、前記遊技
盤は、前記圧接部が前記支持位置に移動され、且つ前記遊技盤に取り付けられたブラケッ
ト部におけるピン部が前記係合部にて支持されることにより本体枠に取り付けられる、こ
とを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　このように、可動部材をバネ回復特性（弾性特性）に優れている樹脂で形成するように
しているので、当該可動部材に十分な撓みと適度なすべりを持たせることができることと
なり、これにより、本体枠との間で遊技盤を圧接支持する可動部材の摺動をスムーズに行
うことができ、遊技盤取付の作業性を向上させることが可能になる。
　また、第１のブラケットと第２のブラケットとを、遊技盤を挟み込むように、当該遊技
盤に形成された貫通孔に挿通された軸部を介して固定するようにしているので、ピン部を
有するブラケット部が設けられた遊技盤においては、ピン部にかかる荷重は、軸部を介し
て第１のブラケットおよび第２のブラケットに伝達され、当該遊技盤の両面（一方の面お
よび他方の面）に分散して均等にかかるため、遊技盤の片面のみにかかる偏荷重を抑制す
ることが可能になる。また、軸部を遊技盤に形成された貫通孔に挿通し、この軸部を介し
て第１のブラケットおよび第２のブラケットを固定するようにしているので、ブラケット
部の位置ズレを防止することができるとともに、ブラケット部を遊技盤に確実に固定する
ことが可能になる。
　さらに、遊技盤に形成された貫通孔および一方のブラケットに形成された挿通孔に、他
方のブラケットに固着された軸部を挿通し、この軸部のネジ部に圧接部材（ナット）を取
り付けてブラケット部を遊技盤に固定するようにしているので、軸部を貫通孔および挿通
孔に挿通し、これのネジ部に圧接部材を取り付けるだけで、ブラケット部の遊技盤への取
り付け作業を容易に実施することが可能になる。
　そして、軸部の他端部は、その他端部が固着されるブラケットに形成された孔に圧入さ
れて固定されるようにしているので、ブラケット部を遊技盤に固定するための固定部の不
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必要な突出箇所を抑制することが可能になる。
　上記課題を解決するため、請求項２に記載の本発明の遊技機は、所定の位置に貫通孔が
形成された遊技盤と、前記遊技盤が取り付けられる本体枠と、前記本体枠との間で前記遊
技盤を圧接支持する圧接部を有し、該圧接部が前記遊技盤を圧接支持する支持位置と遊技
盤を取り外し可能にする退避位置とに移動する弾性樹脂製の可動部材と、前記本体枠に取
り付けられ、前記可動部材を前記支持位置と前記退避位置との間で摺動可能に支持するベ
ース部と、前記遊技盤に設けられ、前記本体枠によって支持されるピン部を有するブラケ
ット部と、前記本体枠に設けられ、前記ブラケット部におけるピン部を支持する係合部と
、を有し、前記ブラケット部は、前記遊技盤の一方の面側に取り付けられる第１のブラケ
ットと、前記第１のブラケットと一体に形成され、前記遊技盤の他方の面側に取り付けら
れる第２のブラケットと、前記遊技盤の前記貫通孔に挿通され、一端部にネジ部を有する
とともに他端部はブラケットに圧接する圧接部を有する軸部とを備え、一体に形成された
第１のブラケットおよび第２のブラケットは、前記軸部を挿通する挿通孔が形成されてい
るとともに、当該第１のブラケットまたは当該第２のブラケットは、前記挿通孔に対応す
る部位に前記軸部のネジ部に螺合する螺合部が形成され、前記第１のブラケットと前記第
２のブラケットとは、前記遊技盤を挟み込むように取り付けられ前記貫通孔および前記挿
通孔に挿通された前記軸部を介して固定され、前記遊技盤は、前記圧接部が前記支持位置
に移動され、且つ前記遊技盤に取り付けられたブラケット部におけるピン部が前記係合部
にて支持されることにより本体枠に取り付けられる、ことを特徴とする。
　このように、可動部材をバネ回復特性（弾性特性）に優れている樹脂で形成するように
しているので、当該可動部材に十分な撓みと適度なすべりを持たせることができることと
なり、これにより、本体枠との間で遊技盤を圧接支持する可動部材の摺動をスムーズに行
うことができ、遊技盤取付の作業性を向上させることが可能になる。
　また、第１のブラケットおよび第２のブラケットが一体に形成されたブラケット部を遊
技盤に装着し、第１および第２のブラケットに形成されている挿通孔および遊技盤に形成
されている貫通孔に軸部を挿通し、この軸部のネジ部を螺合部（ナット）に螺合すること
により、ブラケット部を遊技盤に固定するようにしているので、一体に形成されたブラケ
ット部を遊技盤に装着し、その螺合部に軸部のネジを螺合するだけで、ブラケット部の遊
技盤への取り付け作業を容易に実施することが可能になる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の本発明は、請求項１または２記載の発明の構成に加えて、前記退避位
置において前記可動部材の摺動を規制する第１の規制部を備え、前記第１の規制部は、前
記可動部材および前記ベース部の何れか一方に形成された凸部と、他方に形成された凹部
とが、弾性的に嵌合する構造であることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項４に記載の本発明は、請求項１～３の何れか一項に記載の発明の構成に加えて、
前記支持位置において前記可動部材の摺動を規制する第２の規制部を備え、前記第２の規
制部は、前記可動部材および前記遊技盤の何れか一方に形成された凸部と、他方に形成さ
れた凹部とが、弾性的に嵌合する構造であることを特徴とする。
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項５に記載の本発明は、請求項４に記載の発明の構成に加えて、前記第２の規制部
の一部は、独立してポリアミド系樹脂で形成され、前記遊技盤に取り付けられていること
を特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項６に記載の本発明は、請求項１～５の何れか一項に記載の発明の構成に加えて、
前記ベース部は、ポリアセタール系樹脂で形成され、前記圧接部との間で前記遊技盤を狭
持することを特徴とする。
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